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東京都市大学の沿革

1956年
（昭和31年）

東横学園女子短期大学 開設

2009年
（平成21年）

武蔵工業大学と東横学園女子短期
大学を統合して

東京都市大学に改称

1929年
（昭和4年）

武蔵高等工科学校 創立

1949年
（昭和24年）

武蔵工業大学に昇格

東横商業女学校 開学
1939年

（昭和14年）

学校法人
武蔵工業大学

学校法人
東横学園

1955年
（昭和30年）

合併して
学校法人 五島育英会
（理事長 五島慶太）

（都市大グループ：高等学校３校、中学校２校、小学校１校、幼稚園１園）

美しい時代へ― 東急グループ

約９０年

校名変更
９年
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学部・研究科構成

（6学部18学科・２研究科）

工学部
■機械工学科
■機械システム工学科
■原子力安全工学科
■医用工学科
■電気電子工学科
■エネルギー化学科
■建築学科
■都市工学科

知識工学部
■情報科学科

■情報通信工学科

■経営システム工学科

■自然科学科

環境学部
■環境創生学科

■環境マネジメント学科

都市生活学部
■都市生活学科

人間科学部
■児童学科

メディア情報学部
■社会メディア学科

■情報システム学科

総合理工学研究科 環境情報学研究科

学生数 7,457名
大学 6,856名
大学院 601名

（平成30年5月1日現在）



東京都市大学の
建学の精神・教育理念

武蔵高等工科学校

より充実した教育を求める学生の声から発足

建学の精神・・・「公正・自由・自治」
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教育理念
• ボーダーを超えて、
• 学生と教職員が共に考え、学び、行動することで
• 社会に貢献できる人材を育てる。



 卒業までの過程でどれだけの力を身につけたかを学
生と教職員が客観的に把握・評価でき、さらにその成
果を目に見える形で社会に示し、共有していくことが可
能になる。

 ディプロマサプリメントの開発と活用を通じて、専門性
の高い多様な学部で実践的に学ぶ学生と支援する教
職員との連携体制を構築し、多くの大学に導入可能な
連携モデルとして広く波及させることができる。

【事業の成果】
27年度
（実績値）

28年度
（目標値）

29年度
（目標値）

31年度
（目標値）

学生の授業外学修時間（１週
間当たり）

４．２時間 １０時間 ２０時間 ２０時間

卒業生追跡調査の実施率（調
査回答者数／卒業者数）

未実施 ２０% ２５% ３０%

学生の成績評価（ＧＰＡの平
均）

２．３５ ２．４０ ２．５０ ２．７５

卒業時

ディプロマサプリメント

キャリアガイダンス

目標を設定するワークショップの実施

キャリア・ポートフォリオ

学び、気づき、活動の記録と振返り

クラス担任／学修アドバイザー

個別学修支援

学生実態・満足度調査

学生本位の授業と理解度向上

１年次

プレ・ディプロマサプリメント
３年次

リテラシー基礎力
（アセスメントテスト）

コンピテンシー基礎力
（アセスメントテスト）

語学力
（ＴＯＥＩＣなど）

基礎学修力
（ＧＰＡ）

専門学修力
（ＧＰＡ、国家試験、国家資格、検定試験など）

専門実践力
（卒業研究）

２年次

学生のキャリア形成と、社会で
必要とされる能力の獲得

プレ・ディプロマサプリメントにより、学修の習熟度を教員と学生が共有し、
学生のキャリア形成と学修プログラムに生かす体制を整備

自己理解

成長

育成する人材像 学びの成果の可視化

活動実態の把握
結果の分析と教育改善

卒業生調査

ディプロマサプリメントの活用
人材ニーズ調査の実施と分析

就職先等

外部評価

企業、官公庁、研究機関、
他大学教員、卒業生、
高校関係者等で構成

＜定性情報＞

✓学生に関する情報
✓学位の情報
✓履修履歴 ✓課外活動履歴
✓取得した資格に関する情報

＜学修成果に関する定量情報＞

本学のAP事業全体像
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社会に通用する学修成果
を４年間で育む仕組み

学修成果を目に見え
る形で社会に示す

ための仕組み



取り組みの背景

学生の立場から、自身が自己理解を深め
成長を実感できる教育基盤の必要性
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高校 → 大学１～４年 → 社会人

厳しい卒研指導
→出口での保証には

自信があった

社会的要請＝真の実力

→1～3年次の教育充実
がなされていない！

将来に耐え

うる人材シームレスな接続に基づく長期視点の人材育成



本来の教育改革のベースは、中長期計画（アクションプラン2030）
＜ビジョン＞ ８０年を超える専門的実践教育の伝統に加えて、「都市」をキーワードに時代

の要請に取り組み、国際都市東京で存在感を示す有数の大学を目指す。

教育の質保証 キャンパス教育環境向上 ブランド力向上 大学運営向上

教育の質保証プロジェクト

輩出する人材像： 「自ら学び、社会の発展に貢献する、責任感と実践力を持つ人材」

施策・事業案 ２０２０年度目標 ２０３０年度目標

　①明確な教育目標の設定
　②教育目標に応じたカリキュラムの再構築
　③新しい教育制度の導入
　④主体的な学修を促す教育方法の導入
　⑤自校教育の導入

□教育理念・教育目標に沿った教育プログラムが
構築できている

■国際標準の教育プログラムが確立されている
■また、それが展開できている

　①ＦＤ活動による教育システムなどの開発
　②教育プログラムの実効性の確認
　③教員相互協力による教育能力向上
　④マネジメントシステムの第三者評価

□教育の質保証が実証できるマネジメントシステ
ムが構築できている

■内外問わず高い評価を得られるマネジメントシ
ステムが定着している

　①学生のグローバル・リレーションシップ育成
　②実践的英語教育の導入
　③学部学科単位による海外留学の推進
　④英語による授業の実施
　⑤教職員のグローバル化教育

□グローバル人材育成のためのシステムが整備さ
れ、確立できている
　ＫＰＩ：学生の海外学習経験者数年間200名以上

■国際社会で活躍できるスキルを身につけた人材
が育成できている

　①体系的なカリキュラムの構築
　②学部・大学院の一貫教育の導入
　③国際会議発表の推進
　④産学連携／地域連携による共同研究の推進

□研究レベル向上の為の大学院教育プログラムが
確立できている

■大学院の研究レベルが国際社会で高い評価を
受けている
　ＫＰＩ：博士号輩出、年間５０名以上

１．都市大教育理念に則った教育プログラムの確立

２．教育の質を保証するためのマネジメントシステムの構築

３．グローバル化に対応した人材の育成

４．研究レベルに裏付けられた大学院での人材育成
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５年後、１５年後

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

育成しようとする人材像

在学生調査

卒業生追跡調査

人材ニーズ調査

個人の活動・体験

教育システム

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

学部・学科×入学年次

就職

進学

入学
ＡＰ ＣＰ ＤＰ 35歳

前後まで

教育ＩＲ

建学の精神
教育理念

ＣＰ

卒業 ＤＳ

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

●正課活動（単位
認定対象の授業
科目）

○申請により単位
認定可の正課外
活動

◆大学認定の課外活動

・ＧＰ積算値

（
学
修
成
果）

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー

・ルーブリック
評価ポイント

・外部アセ
スメント
スコア

ＡＰ

レーダチャート
出力ロジック

教育の質保証ＰＪにＡＰ事業でアドオンされた機能

ＥＭ

アセスメントポリシー（教育成果）

可視化された教育成果

・ＰＲＯＧ（4年）

入学前教育 初年次教育

半期ごとの
省察

日常的な
省察

学生

学修アドバイザー学修成果の集積データ

キャリアガイダンス
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

進路ガイダンス

カウンセラー（DOL含む）

検査活用セミナー

クラス担任教員
研究室担当教員

学
生
の
自
己
理
解
・
成
長
支
援

TCU
ＦＯＲＣＥ

プレ・ディプロマ
サプリメント 就活利用

学生カルテ

出席確認
システム

個別学修支援態勢 Enrollment Management

申請の基礎となった取組

ＡＰ事業で改革強化する取組
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既卒者支援



事業の実施体制
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ＡＰ選定後の取組

①改めて、「社会に通用する」学修成果とは何か、その学修成果
はどう評価すべきか、を全教職員で考え、全学ＤＰと全学ＣＰの
策定を進めてきた。

②「社会に通用する学修成果」を、全学生が獲得して卒業できる
新たな教育システム案を検討し、その基盤構築を開始した。

③学生が培った「社会に通用する学修成果」を、本学としてどう
社会（・企業）に提示・活用していくかの内容・形を決めた。

●「人材ニーズ調査」、「卒業生追跡調査」の実施と結果分析
●「育成する人材像」の輩出すべき人材要件としての翻訳
●外部評価委員会とのセッション、有識者を招いての勉強会等の実施
●全学ＦＤ・ＳＤフォーラムの開催
●第1回APシンポジウムの開催

●学修成果要素の信頼性を高めるＧＰＡ等既存の評価方法の再点検・整備
●自己理解の支援ツールとしてﾌﾟﾚ・ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（e-ポートフォリオ）の開発
●キャリアガイダンスプログラムの企画リニューアル
●「個別学修支援システム」の構想・体制構築着手

●ディプロマサプリメントの開発
10



技術者系

＜優秀＞

＜真面目＞

親身。温かい人柄

技術力・人間力のバランスのよさ

＜大人しい＞少しのんびりした風

割とおとなしめ

強く主張するタイプが少ない
企業からの生の声 ※技術者系の回答の抜粋

11
発言が控えめでおとなしい



人材ニーズ調査・卒業生追跡調査の結果

＜企業・社会からの人材要請＞
◆困難な課題にも前向きに取り組む人材
◆取り組んだことは最後までやり抜く人材
◆自分なりに工夫し、自発的に行動する人材
◆誠実にチーム貢献し、周りの信頼を得る人材
◆語学力と国際性の素養を持つ人材

＜都市大卒の企業からの評価＞
★全般：取り組んだことは、自分なりに工夫しながら最後までやり遂げる
★技術系：優秀で真面目。一方で大人しく、控え目。強く主張するタイプ

は少ない
★技術系以外：前向き、積極的、雰囲気づくりが上手

＜ＯＢ・ＯＧの就業後の自己評価＞
●自律的行動力、業務への責任感・使命感への自己評価は高い
●積極的なアイデア・意見出し、大局感を持った仕事、変革推進力、等

への自己評価はやや低め
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これまでも輩出
してきた人材。
これをより多数
に！

これまでも輩出
してきた人材。
これをより多数
に！

ＡＰ事業の取り
組みによって、
都市大生に新
たなカラーを加
えていく！

ＡＰ事業の取り
組みによって、
都市大生に新
たなカラーを加
えていく！

「育成する人材像」の輩出すべき人材要件としての翻訳

●自ら学び、社会の発展に貢献する責任感と実践力を持つ人材

（１）やらないといけないことをやり続けて身につけた 「努力で
きる確かな自信」を感じさせる（目標に向けて地道な行動
レベルが高い）

（２）最終成果につながるまで、考え、行動し続ける（やり遂げ
る、成果にこだわる）

（３）自分ができることや希望を、臆せず正しくアピールし、
チーム貢献ポジションを自らつくれる（一歩前に出るリー
ダーシップと生産性を高めるフォロワーシップ）

（４）得た知識やスキルを既存の枠組みで活用するだけでな
く、自分たちで新たな枠組みを作り上げようとする（付加価値
を高めることへの旺盛なチャレンジ精神）

（５）海外・異文化社会に出ても、まごつかないだけの語学力と、
その場をプラスのムードに変えていけるたくましさ（現場・現実
で活かせる国際性・教養）
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研究大学/グローバル 専門職大学

都市大は？

中途半端＝淘汰？
教育中心

研究開発力

（問題発見、解決、創造）

グローバル（世界ランキング）

教養、マネージメント（管理職）

ジェネラリスト

一般大学技術の
リーダー

流行のリーダー

技術

即戦力

資格

専門オンリー

スペシャリスト/職人

資格
実学

耐ストレス/スペシャリスト ＝たゆまぬ努力、技術の進化を図れる人

能動的（主体性）あり＝自ら進んで、壁に立ち向かう人

クリエイティブな人 ＝常識を突き破り、限界を飛び越える人

ジェネラリスト ＝技術のリーダー、流行を作れる人

都市大の目指す「人材像」とは？

氷山の下の部分を発掘する！

幅広い視野 起業家精神 キャリアデザイン

３５歳
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引用：http://www.jabee.org/accreditation/workshop/
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３５歳

１８歳

学部・
大学院

２２歳/２４歳

幅広い視野 起業家精神 キャリアデザイン

専門基礎 リーダーシップ 協調性

語学

国際性

技術の
リーダー

流行の
リーダー

役員

AP事業で考えてきた
人材像

社会人



本学が考えた学修成果の本質と、その評価の基本的あり方

●社会・企業、時代が一番求めているのは「主体性」

●「社会に通用する」学修成果とは

・「自分は社会に出ても何とかやっていける」という確かな自信

●「社会に通用する学修成果」の評価は

・学生の学ぶ目的が「自分事」になっているかどうかを見る

・学生が学んで得たことを、「自分の言葉（※）」で語れるかを見る

※自分にとって、どういう意味や意義あることとして捉えているか

・入学してきた生徒に、「主体性」という付加価値を付けて社会に送り出す
ことは、大学の重要な責務の一つ（＝全教職員がコミットすること）

・主体性とは、他人事（ひとごと）ではなく「自分事で学ぶ」こと

17



学修成果（学生の成長）を具体的にどう評価していくか

成長要素の
指標化

学修成果の
可視化

客観性・妥当性
活用方法
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成長要素の
指標化

学修成果の
可視化

客観性・妥当性
活用方法

リテラシー
基礎力

「情報収集力」「情報分析力」「課題発見力」「構想力」の４つの要素から構
成される、学んだ知識を活用して問題を解決する力を身につけている。ま
た、学び・研究活動のベースとなる、正解のない問題に対して解決に向
け、論理的に考える力を身につけている。

コンピテンシー
基礎力

大きくは「対人基礎力」「対自己基礎力」「対課題基礎力」の３つの要素か
ら構成される、人と自分にベストな状態をもたらす力を身につけている。

語学力

国際的視野に立つ幅広い教養と専門性を身につけた上で、それらを的確
に表現、伝達し理解を得るためのコミュニケーション能力を身につけてい
る。また、この能力を駆使して必要な協力を得るとともに、協働して活動
できる力を身につけている。

基礎学修力
大学での学びに必要な学修に取り組む態度と基礎的な素養を持っている
とともに、自ら学ぶための意欲を持っている。また、大学での学びに必要
な学修の方法と基礎的知識の活用方法を身につけている。

専門学修力
基礎的な素養を十分に理解した上で、各分野における高度で専門的な知
識を理解し修得している。また、自らの専門分野の研究をより深めること
により、自ら課題を発見し、解決する力を身につけている。

専門実践力

大学で修得した学修成果、研究成果を広く社会、さらには世界に問い、働
きかける準備ができている。また、積極的に社会に貢献する姿勢を持ち、
社会での実践により、さらに学修、研究の質を高めていく力を身につけて
いる。

学修成果（学生の成長）を具体的にどう評価していくか
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成長要素の
指標化

学修成果の
可視化

客観性・妥当性
活用方法

学修成果（学生の成長）を具体的にどう評価していくか

＜育成する人材像＞
自ら学び、社会の発展に貢献する責任感と実践力を
持つ人材

Ⅱ．（社会の発展に貢献する）責任感

○

○

○

○

● ②正解のない問題に対して解決に向け、論理的に考える力

親和力 親しみ易さ・気配り・対人興味・多様性理解・人脈形成、など

協働力 役割理解・連携行動・相互支援・相談・指導・他者の動機づけ、など

統率力 意見を主張する・創造的な討議・意見の調整・交渉・説得、など

感情制御力 ｾﾙﾌｳｪｱﾈｽ・ｽﾄﾚｽｺｰﾋﾟﾝｸﾞ・ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾄ、など

自信創出力 独自性理解・自己効力感・楽観性・機会による自己改革、など

行動持続力 主体的行動・完遂・良い行動の習慣化、など

● ○ 課題発見力 情報収集・本質理解・原因分析、など

● ● 計画立案力 目標設定・シナリオ構築・計画評価・リスク分析、など

実践力 実践行動・修正・調整・検証・改善、など

● ①国際的視野に立つ幅広い教養と専門性を身につけた上で、

○

●

○ ③大学での学びに必要な学修の方法と基礎的知識の活用方法を身につけている

○

○

● ●

● ●

● ●
６．専門実践力

Ⅰ．「自ら」「学び続ける」力

①学んだ知識を活用して問題を解決する力

ａ．情報収集力

ｂ．情報分析力

ａ．対人基礎力
Ⅲ
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
実
践
力

ｃ．課題発見力

ｄ．構想力

②それらを的確に表現、伝達し理解を得るためのコミュニケーション能力

１．リテラシー基礎
力

２．コンピテンシー
基礎力

３．語学力

４．基礎学修力

５．専門学修力 ②各分野における高度で専門的な知識を理解し修得している

③自らの専門分野の研究をより深めることにより、自ら課題を発見し、解決する力を身につけている

①大学で修得した学修成果、研究成果を広く社会、世界に問い、働きかける準備ができている

②積極的に社会に貢献する姿勢を持ち、社会での実践により、さらに学修、研究の質を高めていく力

①人と自分にベストな状態をもたらす力

③この能力を駆使して必要な協力を得るとともに、協同して活動できる力

・英語の４技能

①大学での学びに必要な学修に取り組む態度と基礎的な素養

②自ら学ぶための意欲

①基礎的な素養を十分に理解した上で、

ｂ．対自己基礎力

ｃ．対課題基礎力
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成長要素の
指標化

学修成果の
可視化

客観性・妥当性
活用方法

[プレ・ディプロマサプリメント]
（全件詳細版）

[ディプロマサプリメント]
（最終評価版）

学修成果（学生の成長）を具体的にどう評価していくか
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※Ｅｎｒｏｌｌｍｅｎｔとは記載、登録、入学の意味
入学前から、在学中、卒業後までを一貫して
サポートする総合的な学生支援策
「ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（Enrollment Management）」

を意識

「ＦＯＲＣＥ」 ＝ ＦＯＲ Ｃａｒｅｅｒ Ｅｎｒｏｌｌｍｅｎｔ

e-ポートフォリオ
「ＴＣＵ－ＦＯＲＣＥ」の開発

学生が正課や正課外などの活動で培った経験を登録して
いくことで、学生の持つ様々な力を可視化し、
教職員の支援を受けながら「自己理解と成長」を促す
学修支援システム
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ＴＣＵ-ＦＯＲＣＥの機能

①レーダーチャートによる定量情報の表示

②承認されたアピールポイントの定性情報の表示

④キャリアポートフォリオ機能で日々の活動を記録

1年生からその都度、学生自身の情報を
確認し、成長度合いを認識できる

＜PDCAを習慣化＞

③キャリアガイダンスで目標設定⇒振返り⇒再目標設定

※④キャリアポートフォリオ機能のみ学生本人だけが閲覧可能、①～③の機能は教職員も閲覧可能
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学生画面 （トップ画面）

ﾌﾟﾚﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ
帳票出力
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学生画面（学修活動の申請）

担当教員に承認を求めるエビデンスとなる
報告書や資格証明書などのファイル添付が可能

etc.
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成長要素の
指標化

学修成果の
可視化

客観性・妥当性
活用方法

学修成果（学生の成長）を具体的にどう評価し活用していくか

26

◆ プレ・ディプロマ・サプリメント及びディプロマ・サプリメントによる学生の学修成果の評価を、
アセスメント・ポリシーの中で明示 （平成30年7月）



ＴＣＵ-ＦＯＲＣＥにおける教職員の役割

学生が自己理解を深め、成長に向けて主体的・自律的に
活動することを支援する、身近な存在としての役割

・学問・専門の立場からだけでなく、社会で働く先輩として、学生がＰＤＣＡを
うまく回していくための、気づきやヒントを与えるアドバイザー

・努力や成長を認め、褒め励まし、時に失敗や挫折に共感し、勇気づける、
学生から見て頼りになる存在

★具体的に要請したこと

① 「ＴＣＵ-ＦＯＲＣＥ」での学生の学修活動の承認や
コメント記入による日常的な応援・アドバイス

② 「ＴＣＵ-ＦＯＲＣＥ」などを活用した個人面談による学修支援

※学科として、各学生の承認担当は誰が行うかを決定。担当教員に学生からの
承認依頼が来た場合には教員用画面のアイコンとメールでお知らせ

ex.)
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• 自律性や学習意欲がより求められる授業の準備・復習等の時間は１０時間程度
• 授業についてのディスカッションは週４時間程度
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現在進めている主な施策①

＜授業外学修時間の増加＞
 授業運営の支援・ICT（LMS、高機能ソフトウェア、映像コンテンツ）の活用

による教育効果の向上
 TAの活用、リーダーシップ研修会の開催
 PBLを中心に、アクティブ・ラーニングでの学生との向き合い方や先進の

教育手法に関する学内研修をシリーズ化

＜成績評価＞
 授業科目ごとの平均GPと成績分布の開示決定とその準備

（平成30年度は教職員、平成31年度は教職員と学生に開示）
 平成30年度から、成績評価（得点）をより厳密に反映した機能的な

functional GPA（f-GPA）制度を導入

＜授業改善・教育改善＞
 全学授業公開週間の導入
 授業評価アンケートの全学共通化と、その検証・活用
 学生実態調査の改訂実施と、その結果の組織的活用

＜教育目標＞
 これまでの議論をもとに、全学共通のDP・CPを明文化
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 学修成果の可視化 ： 現在，AP事業で進行中

• TCU-FORCEシステムを開発、教育成果の見える化

• ディプロマサプリメント、プレ・ディプロマサプリメント発行

 「強み」・「特色」：加速するべき、教育改革の中身は何か

I. 大学全体としてのポリシーの下での、学部学科教育プログラム
展開

II. クォーター制、科目のスリム化、CAP制、学習時間の確保によ
る、教育成果を保証

III. ギャップイヤー、TAP(東京都市大学オーストラリアプログラム）
・TUCP（東京都市大学＆カンタベリー大学留学プログラム）な
ど、グローバル展開への障害の少ない教育システムの確立

IV. 学習者が主体的に学ぶ体系的カリキュラムの構築

現在進めている主な施策②
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東京都市大学 教育課程編成方針2020
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履修上限単位数と１週あたりの自学自習時間

上限履修単位数 すべて講義
講義演習
半々

すべて演習

20単位
（クオーター10単位） 40時間 25時間 10時間

24単位
（クオーター12単位） 48時間 30時間 12時間

28単位
（クオーター14単位） 56時間 35時間 14時間
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「東京都市大学型 導入教育
“心に学びの灯を点ける”プログラム」
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SD Oriented PBLを核とした全学PBL教育
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ご清聴ありがとうございました。

＜予告＞ 第２回 東京都市大学ＡＰシンポジウム
○日時 平成３０年１１月１３日（火） １３：１５～
○場所 東京都市大学 世田谷キャンパス

※９月中旬に、本学ＡＰサイト等を通じてご案内いたします
http://apuer.tcu.ac.jp/

37


